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知られざる歴史を物語る――

「最古の天満宮と最後の城」

フ
ァ
ー
ス
ト
天
神
、 

ラ
ス
ト
キ
ャ
ッ
ス
ル

　
「
フ
ァ
ー
ス
ト
天
神
」
と
は
、
南
丹

市
園
部
町
に
あ
る
生
身
天
満
宮
の
こ
と
。

平
安
時
代
前
期
に
学
者
・
政
治
家
と
し

て
活
躍
し
た
菅
原
道
真
を
祭
神
と
し
、

そ
の
起
源
が
道
真
存
命
中
の
９
０
１
年

に
遡
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
最

古
の
天
満
宮
と
し
て
こ
の
名
が
つ
い
た
。

道
真
が
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
後
、
道

真
の
八
男
、
慶よ

し
の
り能
の
養
育
を
託
さ
れ
た

「ファースト天神とラストキャッスル」のあるまち南丹市。京都府南丹市が園部藩の立藩４００年を機に、

生
いきみ

身天満宮と園部城の歴史に光を当て、市民や観光客向けＰＲを本格化させている。

取り組みの現状や今後の展開について、南丹市魅力創出プロジェクトリーダー（農林商工部次長）の中西明広さん、

地域の文化遺産の保存・展示に取り組む「森の京都『なんたん』エコミュージアム実行委員会」の今井隆史さんに聞いた。

家
臣
の
武た
け
べ部
源げ
ん
ぞ
う蔵
が
慶
能
を
園
部
に
連

れ
て
帰
り
、
道
真
の
木
像
を
刻
ん
で
生い

き

祠ほ
こ
らを
建
て
、
日
夜
祈
っ
て
い
た
と
い
う

伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は

祈
願
所
と
し
て
保
護
を
受
け
、
祭
礼
関

係
の
記
録
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

一
方
の
「
ラ
ス
ト
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
は
、

市
中
心
部
に
あ
る
園
部
城
跡
を
指
す
。

豊
臣
秀
吉
の
縁
戚
で
外
様
大
名
で
あ
っ

た
小こ

い
で出
吉よ
し
ち
か親
が
、
国
替
え
に
よ
っ
て
出

石
藩
か
ら
移
り
、
１
６
１
９
年
に
園
部

藩
を
立
藩
。
当
初
、
櫓
を
築
か
な
い
陣

屋
を
拠
点
と
し
た
。
幕
末
に
江
戸
幕
府

か
ら
築
城
の
内
諾
を
得
た
も
の
の
、
大

政
奉
還
に
よ
っ
て
頓
挫
。
明
治
政
府
か

ら
改
め
て
築
城
の
許
可
を
得
て
、
１
８

６
９
年
に
櫓
な
ど
を
整
備
し
、
日
本
で

最
後
に
で
き
た
城
と
な
っ
た
。
２
年
後

に
は
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
城
の
役
目
を

終
え
た
。
現
在
は
京
都
府
立
園
部
高
校

日本最古の天満宮とされる生身天満宮

市内各所で幟を掲げ、立藩400年をアピールしている

園部藩主小出吉親（徳雲寺蔵）
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の
敷
地
と
な
り
、
巽
た
つ
み
や
ぐ
ら
櫓
や
櫓や
ぐ
ら
も
ん門が
残
っ

て
い
る
。

　
「
フ
ァ
ー
ス
ト
天
神
、
ラ
ス
ト
キ
ャ

ッ
ス
ル
」
は
こ
の
２
つ
の
歴
史
遺
産
を

活
用
し
て
南
丹
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
、
西
村
良
平
市
長
が
考
案
し
た
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。

立
藩
４
０
０
年
を
フ
ッ
ク
に

　

Ｐ
Ｒ
活
動
の
背
景
に
は
、
南
丹

市
の
知
名
度
不
足
が
あ
る
。
同
市
は

２
０
０
６
年
１
月
、
園
部
町
、
八

木
町
、
日
吉
町
、
美
山
町

の
４
町
が
合
併
し
て
発
足

し
た
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
町
名
は
知
ら
れ

り
と
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
一
体
感

を
醸
成
し
、
街
を
元
気
に
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
し
た
い
。
外
に
向
け
て
は
、

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
歴
史
文
化
遺
産

て
い
て
も
市
と
し
て
の
知
名
度
が

ま
だ
ま
だ
低
く
、
南
丹
市
を
象
徴

す
る
魅
力
的
な
ブ
ラ
ン
ド
が
生

み
出
せ
て
い
な
い
の
が
悩
み
だ
っ
た
」

と
中
西
さ
ん
は
言
う
。

　

折
し
も
今
年
は
、
園
部
藩
が
誕
生
し

て
４
０
０
年
を
迎
え
る
。「
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
ま
ず
市
民
の
方
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て
地
元
に
誇

を
発
信
し
て
、
観
光
や
商
工
の
振
興
を

図
り
、
ひ
い
て
は
移
住
・
定
住
に
も
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
、

中
西
さ
ん
。
住
民
向
け
の
施
策
を
観
光

客
誘
致
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に
は
移
住
者

獲
得
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
考
え
だ
。

そ
の
た
め
に
18
年
10
月
、
企
画
政
策
部
、

教
育
委
員
会
、
農
林
商
工
部
、
土
木
建

築
部
な
ど
部
署
横
断
の
南
丹
市
魅
力
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

市
民
の
手
で
大
規
模
に
祭
礼
再
現

　
「
フ
ァ
ー
ス
ト
天
神
、
ラ
ス
ト
キ
ャ

ッ
ス
ル
」
を
謳
う
取
り
組
み
は
、
１
年

を
通
し
て
行
わ
れ
る
。
５
月
の
連
休
に

は
、
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
園
部
城

祭
り
を
開
催
。
歴
史
に
関
す
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
や
城
下
町
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
た
。

　

夏
休
み
に
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
体
験
講
座
を
開
き
、
お
寺
の
暮
ら
し
、

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
甲
冑
づ
く
り
、
か

ら
く
り
人
形
作
り
を
通
し
て
、
江
戸
時

代
の
暮
ら
し
を
実
体
験
で
き
る
場
を
設

け
た
。
ま
た
、
教
員
を
対
象
と
し
た
夏

れ
て
き
た
祭
礼
を
、
今
回
現
存
す
る
１

基
の
山
車
屋
台
を
修
復
し
、
市
民
か
ら

参
加
者
を
募
っ
て
、
大
規
模
な
巡
行
を

再
現
す
る
。
神
輿
や
山
車
屋
台
を
連
ね
、

当
時
の
侍
や
町
衆
に
扮
し
た
参
加
者
が

生
身
天
満
宮
か
ら
約
４
㎞
を
巡
行
す
る

と
い
う
。

　

ま
た
、
10
月
27
日
に
は
「
園
部
藩
立

藩
４
０
０
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。

園
部
の
お
城
や
城
下
町
の
歴
史
文
化
を

振
り
返
り
、
次
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
、

研
究
者
を
招
く
。

　
「
祭
礼
絵
巻
が
京
都
府
暫
定
登
録
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
南
丹

市
に
は
１
８
０
ほ
ど
の
指
定
文
化
財
が

あ
り
、
そ
の
中
に
は
全
国
で
も
貴
重
な

も
の
が
数
多
く
あ
る
。
国
内
外
に
積
極

的
に
発
信
し
、
観
光
や
産
業
振
興
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
井
さ
ん
。

地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
へ

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
が
、
住
民
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
園
部
藩
の
藩
主
・

小
出
吉
親
公
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い

く
予
定
だ
。「
中
学
生
向
け
に
こ
の
地

を
治
め
て
い
た
お
殿
様
が
ど
ん
な
人
な

の
か
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
通
じ
て
知

っ
て
も
ら
い
、
外
部
の
人
に
も
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
次
世
代
を
担

う
子
供
た
ち
の
歴
史
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
故
郷
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
人

材
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
中
西
さ
ん

は
言
う
。

　

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
は
、

南
丹
市
に
も
縁
の
あ
る
明
智
光
秀
が
登

場
す
る
。
歴
史
に
関
心
が
深
ま
る
機
会

を
逃
さ
ず
、
京
都
市
や
亀
岡
市
か
ら
南

丹
市
へ
足
を
延
ば
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

観
光
客
に
提
案
で
き
る
「
フ
ァ
ー
ス
ト

天
神
、
ラ
ス
ト
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
の
ツ
ー

ル
を
準
備
し
て
い
く
と
い
う
。
地
域
に

あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
フ

ァ
ン
を
つ
く
る
取
り
組
み
は
地
道
で
息

の
長
い
仕
事
だ
。
地
域
に
愛
着
を
持
つ

人
づ
く
り
へ
の
挑
戦
は
続
く
。

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
地
域
の
歴
史

文
化
遺
産
に
関
す
る
情
報
を
盛
り
込
み
、

子
供
た
ち
の
歴
史
理
解
を
深
め
て
い
く
。

秋
か
ら
は
観
光
客
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
も
加
速
さ
せ
る
。

　

10
月
20
日
に
は
「
甦
れ
。
生
身
天
満

宮
祭
礼
絵
巻
」
と
題
し
て
、
生
身
天
満

宮
に
現
存
す
る
祭
礼
絵
巻
に
描
か
れ
た

豪
華
絢
爛
な
神
幸
行
列
を
再
現
す
る
。

江
戸
時
代
に
は
城
下
で
５
つ
の
山
車
屋

台
が
繰
り
出
し
、
５
０
０
人
規
模
の
巡

行
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
昭
和
30
年
代

頃
ま
で
は
、
総
勢
２
０
０
人
を
超
え
る

規
模
で
行
わ
れ
て
き
た
。
現
在
は
規
模

を
縮
小
し
た
も
の
の
脈
々
と
受
け
継
が

昭和30年頃の神幸行列の様子

園部城跡。櫓門は園部高校の校門に使われている

生身天満宮に現存する「祭礼絵巻」（生身天満宮蔵）
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